
流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。
現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り
グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高
まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要
インフラDX等の技術の進展

気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実
対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
防災・減災を実現
気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
あらゆる治水対策の総動員

溢れることも考慮した減災対策の推進

多面的機能を活用した治水対策の推進

既存ストックの徹底活用

民間資金等の活用

インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

資料４



流域治水『砂防』とは

○ 流域治水とは流域に関わるあらゆる関係者が協働して水災害対策を行う考え方であり、同様に流域治水『砂
防』とはあらゆる関係者が協働して土砂災害対策を行う考え方である。

防災まちづくりと連携した土砂災害対策

ダイナミックSABOプロジェクト
(防災啓発)

人工衛星を活用した土砂移動把握

衛星による観測から取得した
情報の活用イメージ

GXSABOプロジェクト(小水力発電)
発電ポテンシャ
ルの公表と発電
事業者の公募
による小水力発
電推進

総合土砂管理の推進(ダム・河川・海岸連携)

砂防事業とダム堆砂対策等が連携することによ
り、総合土砂管理を推進

居住誘導区域等

林野事業による森林整備

林野事業と連携した流木対策の推進
(流域流木対策)

砂防事業による捕捉

砂防施設を防災
啓発、さらには地
域活性化の資源
として活用

GXSABOプロジェクト(グリーンインフラ)

災害レッドゾーン
における立地抑
制等の災害リス
ク回避と砂防関
係施設の重点整
備を組み合わせ
た対策を推進。

警戒避難体制の構築支援

ハザードマップ
の作成、避難訓
練など、警戒避
難体制の整備
等を支援。

地域住民とも連携した良好な樹林整備を実施

保全対象を中心に、「まちづくり・河
川・林野部局、民間事業者、市民」な
どあらゆる関係者と連携し、安心安全
でにぎわいのある居住空間を創出す

るのが流域治水『砂防』である。

保全対象

土砂・洪水氾濫対策の推進
(河川事業との連携)

土砂や流木を効果的に捕捉できる施設整備

土砂・洪水氾濫の
高リスク流域
土砂洪水氾濫域

令和５年６月時点
別添１
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特定都市河川の指定等の状況（令和５年７月１８日時点）

白地図（国土地理院）を加工して作成
河川名の下線は流域治水関連法施行後に指定された河川
検討中の河川とは、指定等の検討を対外的に公表・説明している河川であって国で把握しているものを表示
水系が記載された河川は水系内の指定対象について検討中（本川直轄区間のみ表示）

千歳川

岩木川水系

吉田川
荒川水系※

（烏川・春木山大沢川流域）
高城川

梯川水系※

○「流域治水」の本格的な実践に向けて、令和３年１１月１日に全面施行された
流域治水関連法※の中核をなす特定都市河川浸水被害対策法に基づき、
特定都市河川の指定を全国の河川に拡大
※特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（令和３年法律第31号）

○流域治水関連法施行後全国初の指定となる大和川水系大和川等をはじめ、
１６水系２０７河川が指定されている

【凡例】

特定都市河川
特定都市河川流域

指定手続中の河川
指定手続中の河川流域

指定検討中の河川
指定検討中の河川流域

※は「流域治水関連法等の活用」を
検討中の河川

最上川水系
鳴瀬川水系（多田川流域）

引地川境川
鶴見川

新川

境川

中村川
波瀬川
赤川

寝屋川

大和川江の川
本川

都谷川
六角川

巴川

日下川

釈迦堂川

谷田川逢瀬川

一宮川 ※R5.10.1に指定

休泊川

猿渡川

中川・綾瀬川

82770514
四角形

82770514
引き出し線

82770514
スタンプ

82770514
テキスト ボックス
最上川水系石子沢川を先行して令和5年度内の特定都市河川指定を目指す。



